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第１章 はじめに 
 
１ 教育委員会の所掌事務に係る点検・評価について 
 
  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 26 条の規定

により、教育委員会は、毎年、教育長等に委任された事務を含む教育委員会の権限に属

する事務の管理及び執行の状況について、外部の学識経験者の知見も活用しつつ、点検

及び評価を行うこととし、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、

公表することとされています。 
  このことを受けて、徳島市教育委員会では、毎年、行政評価の手法を活用しながらそ

の所掌する事務事業の有効性や効率性について見直しを行い報告書を作成するとともに、

その結果を踏まえ、本市教育行政がより効果的で効率的に運営されるよう努めてまいり

ました。 
本報告書は、令和２年３月に策定した「徳島市教育振興基本計画（第３期）」における

理念、目標及び基本方針を反映したものとなるよう作成しています。 
点検・評価の具体的な項目や指標、報告書の書式等については昨年度の報告様式を踏

襲したものとしておりますが、市民目線に立って、より見やすく、より分かりやすいも

のとなるように、今後も引き続き改善に努めてまいります。 
 
２ 本報告書の構成について 
 
  徳島市教育委員会の活動を、(ア)教育委員会の活動状況、(イ)教育委員会が管理・執行

する事務（教育委員会の会議に諮られる事項）、(ウ)教育委員会が管理・執行を教育長に

委任している事務（事務局が実施する事務事業）の３項目に分類し、点検・評価した結

果について次のとおりまとめ、報告することとしています。 
 
 ⑴ 教育委員会活動報告………(ア)及び(イ） 
   教育委員会の就任状況や教育委員会の会議の開催状況等について記載しています。 
  ⑵ 教育委員会の所掌に係る事務事業の概要………（ウ） 
  教育委員会の所掌に係る事務事業について、令和２年度の概要をまとめ、記載して

います。 
⑶ 事務事業に係る点検・評価に関する結果一覧………（ウ） 
  教育委員会の所掌に係る事務事業の点検・評価結果を項目ごとに一覧できるよう、

表形式で記載しています。 
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なお、点検・評価に伴う学識経験者の知見の活用として、今回は徳島文理大学准教

授の青山佳裕氏、鳴門教育大学特命教授の藤井伊佐子氏にそれぞれ所見をいただきま

した。 
 

 
＜参考＞ 
  
 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 [ 抜粋 ] 
 
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 
第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
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第２章　　令和２年度教育委員会活動報告

１　教育委員会組織

○ 委員の就任状況（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

 教育長

 教育委員

 教育委員

 教育委員

２　教育委員会の会議等開催状況

毎月１回定例会を開催した。(臨時会は必要に応じて開催)

(１) 令和２年度の会議開催状況

 区分 月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 1 ‐ 1 ‐ 1 ‐ ‐ 1 1 ‐

3 2 1 2 1 2 1 1 2 2 1

（２) 令和２年度の議案等の付議状況

 区分 月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

4 3 5 5 3 2 7 1 4 7 9

2 5 ‐ 1 4 4 2 1 1 1 1

6 8 5 6 7 6 9 2 5 8 10

(３) 定例会での主な審議内容

 教育長職務代理者

松本　賢治

湊　　暁美

坂田　大輔

大杉　麻弥

河村　誠一

石井　　博

臨   時   会 81

2 52

○ 教育委員会の定める規則の制定に関する議案（９件）

徳島市立小学校及び中学校管理規則の改正、教育職員の給与等に関する特別措置に関する

議        案

○ 議会の議決を経るべき議案（１４件）

23

計

徳島市学校医，学校歯科医及び学校薬剤師公務災害補償条例の改正、教育職員の

給与等に関する特別措置に関する条例の改正、令和３年度の教育委員会の所管に

計

協 議 報 告 事 項

規則の改正、徳島市教育委員会事務局行政組織規則の改正　等

係る予算及び令和２年度の教育委員会の所管に係る補正予算　等

氏     名

12

3

1

令和３年３月３１日現在の役職

定   例   会

異    動    状    況

75

1

８ 計

R2.5.9  教育長就任

計

20

８

2

R2.4.5  教育長退任
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○ 社会教育委員等の附属機関の委員の任命に関する議案（５件）

社会教育委員の委嘱、図書館協議会委員の委嘱、徳島城博物館協議会委員の委嘱　等

３　総合教育会議

   日   時  令和２年１１月１３日（金）

   場   所 徳島市役所　８階　庁議室

   出席者 市長・教育長・教育委員４名

・GIGAスクール構想の推進について

・いじめ問題の現状と課題について

・コロナ禍における学校の現状と課題について

4　その他の活動

(１) 委員研修会等への参加

○ 県・市町村教育委員会教育行政連絡協議会

　   日   時  令和２年４月３日（金）

   場   所 総合教育センター

   参加者 教育長・教育委員２名

   内   容 ・令和２年度教育重点施策説明

・各課等施策説明  等

○ 令和２年度県・市町村教育委員会教育委員等研修会

   日   時  令和２年１１月４日（水）

   場   所 総合教育センター

   参加者 教育長・教育委員３名

   内   容 ・文部科学省　講演

 「個別最適な学びの実現について」

(２) 教育功労者表彰の実施

○ 教育功労者表彰式

   日   時  令和２年１１月２日（月）

   内   容 徳島市の教育、学術及び文化の振興発展に貢献したものを表彰

・被表彰者　72名

   議　題

○ その他の議案（１１件）

○ 事務局職員及び教育機関の職員の人事に関する議案（１３件）
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○ 教育功労者表彰式（臨時)

   日   時  令和３年３月１日（月）

   内   容 徳島市の教育、学術及び文化の振興発展に貢献したものを表彰

・被表彰者　３名(１団体含む。)
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(３)学校視察の実施 

月 日 曜 視 察 先 内       容 

５月１５日 金 城東小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月１５日 金 沖洲小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月１５日 金 福島小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月１９日 火 上八万中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月１９日 火 加茂名南小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２０日 水 城東中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２０日 水 川内中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２２日 金 加茂名小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２２日 金 加茂名中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２７日 水 応神小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２７日 水 応神中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２７日 水 不動小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２７日 水 不動中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２９日 金 宮井小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２９日 金 渋野小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２９日 金 方上小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

５月２９日 金 南部中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１日 月 大松小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１日 月 論田小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月２日 火 北井上小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月２日 火 北井上中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月２日 火 国府小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月２日 火 国府中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月３日 水 津田小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月３日 水 津田中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月５日 金 八万南小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月５日 金 八万小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月８日 月 佐古小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月８日 月 千松小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月９日 火 一宮小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月９日 火 上八万小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月９日 火 入田小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月９日 火 入田中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１１日 木 南井上小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１１日 木 城西中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１２日 金 八万中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１２日 金 徳島中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１５日 月 新町小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１５日 月 富田小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１５日 月 富田中学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１５日 月 昭和小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１７日 水 内町小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１７日 水 助任小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１９日 金 川内北小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 

６月１９日 金 川内南小学校 経営方針、生徒・保護者・教職員の様子、地域との連携、生徒指導上の課題等 
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月 日 曜 視察先 内       容 

９月７日 月 宮井小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月７日 月 渋野小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月８日 火 川内中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月９日 水 応神中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月９日 水 応神小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１０日 木 佐古小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１４日 月 上八万中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１４日 月 上八万小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１５日 火 方上小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１５日 火 大松小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１６日 水 沖洲小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月１７日 木 福島小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月２３日 水 加茂名南小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月２４日 木 八万南小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月２８日 月 論田小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月２８日 月 昭和小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

９月３０日 水 千松小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１日 木 川内南小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１日 木 城東小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月５日 月 加茂名中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月６日 火 一宮小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月６日 火 南井上小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月７日 水 徳島中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月８日 木 八万小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１２日 月 城西中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１３日 火 富田小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１３日 火 新町小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１４日 水 津田小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月１５日 木 川内北小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月２０日 火 北井上中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月２２日 木 富田中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月２９日 木 北井上小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１０月２９日 木 入田中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月２日 月 城東中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月５日 木 国府中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月９日 月 助任小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１０日 火 八万中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１１日 水 不動小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１１日 水 不動中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１２日 木 津田中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１６日 月 入田小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１８日 水 加茂名小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１８日 水 内町小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月１９日 木 南部中学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 

１１月２４日 火 国府小学校 学校の現状と課題についての報告、教員配置についての要望、教室訪問・授業参観、面接 
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第３章  教育委員会の所掌に係る事務事業の概要 
基本方針１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

幼稚園教育の充実については、子育て支援の一環として未就園児への園の開放事業を

実施した。 
また、保護者の要望が多い３歳児保育についても、引き続き福島幼稚園、千松幼稚園、

八万幼稚園、川内北幼稚園、加茂名幼稚園、助任幼稚園の６園で実施した。なお、令和

３年度からは国府幼稚園を加えた合計７園で実施している。 
このほか、令和元年１０月以降は幼児教育の無償化を実施し、公立・私立を問わず、

保護者の経済的負担の軽減に努めている。 
また、より質の高い幼稚園教育を提供することを目的に市立幼稚園の再編計画を策定

しており、実現に向けて取り組んでいるところである。 
小中学校教育の充実については、学校評議員制度の導入やオープンスクールなどの実

施により、開かれた学校づくりに取り組んでいるほか、本年度から実施の小学校学習指

導要領、令和３年度から全面実施となる中学校学習指導要領に向け、「社会に開かれた教

育課程」という理念のもと、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善や教

員の指導力の向上に取り組んだ。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で全

国学力・学習状況調査、ステップアップテストとも中止となったが、臨時休業後の分散

登校や長期休業日の短縮時間割の工夫など、学習機会の保障、教育課程の消化に努めた。 
さらに、臨時助教員を２２校に配置し、特別な支援を必要とする児童生徒に対するき

め細やかな指導を行っている。 
高等学校教育の充実については、市高の魅力向上を図るため、市高生次世代プロデュ

ース事業を実施し、地域連携・国際連携の両面における事業を展開した。また、市高生

「夢」実現応援事業を実施し、学力向上の推進や部活動の強化に努めた。さらに、高速

大容量ネットワーク環境（校内 LAN）、電子黒板及び１人１台タブレット端末を整備し、

教育環境の充実に努めた。 
低所得世帯の児童生徒の保護者に対しては就学援助を実施したほか、経済的理由によ

り大学への就学が困難な者に対しては奨学事業を実施するなど、教育の機会均等を図る

ため経済的支援を行っている。 
学校体育の充実については、新型コロナウイルス感染症の影響により、小学校におい

てチャレンジ運動種目に挑戦する「元気アップチャレンジランキング」や教員の指導力

向上を図る体育実技講習会等が中止になったが、各学校で、児童生徒の実態・状況に基

づいた「体力向上実践プラン」を作成し、感染症対策に配慮しながら取組を進めた。 
また、幼児や児童に対して外遊びの奨励や運動習慣の確立を図るため、徳島ヴォルテ

ィスや徳島市体育振興公社と連携した巡回スポーツ教室を開催するなど、外遊びや運動

に取り組む環境づくりに努めた。 
特別支援教育については、平成２８年４月に障害者差別解消法が施行されたことに伴

い、公立学校（園）において障害者に対する「合理的配慮」の提供が義務づけられ、よ
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り一層子どもたち一人ひとりに適正な学びの場を提供し、教育的ニーズに応じた指導支

援を行うことが重要となってきている。 
そのため、学習支援ボランティア等を学校に派遣し、担任の補助等個々に合わせた支

援を行うとともに、教職員に対しては研修会等を開催し、指導力の向上を図った。また、

平成２６、２７年度に文部科学省から「発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期

支援研究事業」を受託し、通常学級における特別な支援の必要な児童への対応について

研究した。その成果を、徳島市特別支援教育実践事例データベースとして平成２９年度

以降も引き続き公開し、教員の指導力向上につなげている。 
教育支援体制の充実については、障害のある幼児や児童生徒がよりよい教育を受けら

れるように適切な学びの場や指導支援についての相談や調査を行った。 
教育における ICT を基盤とした先端技術等の活用については、Society5.0 社会に対応

できるよう、令和元年１２月に「GIGA スクール構想の実現」が打ち出され、令和２年度

に高速大容量のネットワーク環境（校内 LAN）の整備と「１人１台タブレット端末」の

整備が完了した。さらに、各校週１日、GIGA スクールサポーターを配置し、初期設定や

授業での初期対応等にあたり、公正に「個別最適な学び」ができるよう努めた。人材の

育成については、小中学校における効果的な ICT 活用を推進するため、情報教育主任に

対し、リーダー研修を行った。 
国際理解・交流活動の推進については、外国青年を外国語指導助手として雇用して市

内の小・中・高校に派遣し、児童生徒が外国語指導助手との交流を通じて国際理解を深

められる環境づくりに努めている。 
また、小学校外国語教育の推進のために外国語教育サポーター派遣事業を実施し、英

語が堪能な地域人材や学生ボランティアを希望する小学校へ派遣した。さらに、外国語

教育における小中連携を推進するため、小中学校外国語教育担当者会を実施する予定で

あったが、新型コロナウイルス感染症の影響により第１回が中止となったため、小中学

校ごとに各１回研修会を開催した。 
防災教育の充実については、災害発生時における幼児・児童生徒及び教職員の安全確

保に向けて、すべての学校（園）において学校防災マニュアルを作成し、適宜、点検を

して改善を図った。 
食育については、魅力ある食育を推進するため、徳島市教育委員会食育推進委員会及

び４つの専門研究部会を書面で開催し、幼稚園及び学校並びに社会教育における食育の

課題や推進方法等について検討した。 

また、幼稚園及び学校においては、校（園）内食育推進体制を整え食育をより機動的

に推進するため、各校（園）において中核的な役割を担う学校食育リーダーを置き、各

校（園）の食育全体計画及び令和２年度の食に関する指導の年間指導計画（案）を作成

した。 

学校給食においては、卵・そば米・かに・落花生の４品目を対象とした食物アレルギ

ー除去食の提供を継続実施しており、年度当初には、食物アレルギー除去食対応につい

て、マニュアルの確認及び消防署職員による緊急時の対応についての研修会を実施した。
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加えて、各校においてもマニュアルの遵守に努めることで、学校給食による事故防止を

行った。 

また、新型コロナウイルス感染症に係る国の補助事業を活用し、肉や魚などに地元の

食材を採用したり、郷土料理や地場産の食材を使用する新メニューを導入したりするこ

とで、地産地消を推進した。さらに校内体験栽培作物を給食に活用することにより、生

産者への感謝の気持ちを育むとともに、学校給食が生きた教材となるように取り組んだ。 

このほか、食育コンテストの一環として「令和のおうちごはん～だしをとってみよう

～」をテーマとした料理の募集を児童生徒に行い、応募作品を学校給食パネル展で展示

し広報した。 

 
基本方針２ 信頼される教育環境の実現 

学校（園）施設の整備・充実については、幼児・児童生徒が安心して学校（園）施設

を利用できるよう、上八万小学校校舎大規模改修工事、城東中学校校舎大規模改修工事、

幼稚園・小中学校ブロック塀等安全対策工事、渋野小学校貯水槽及び給水設備改修工事

その他各幼稚園の園舎及び小中学校の校舎・給食室等の改修工事や保全整備を実施した

ほか、幼稚園・小中学校のトイレの洋式化を進めるなど、教育施設の整備・充実を図っ

た。また、防犯対策として門扉やフェンスなどを計画的に整備し、安全・安心な学校づ

くりに努めた。 
 

基本方針３ 心豊かでたくましい青少年の育成 

家庭教育については、その自立性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会及び情報

の提供に努め、PTA 活動をはじめ、各種生涯学習講座を活用して子育てに関する学習機

会の充実を図ってきた。 
青少年の健全育成については、新型コロナウイルス感染症の感染状況に留意しながら、

子どもが安心して過ごせる場づくりなどに努めた。 
また、市民総ぐるみ青少年健全育成活動、地域における子どもの安全対策の推進、街

頭補導を中心とした育成補導活動及び電話相談を中心とした相談活動を重点に掲げ、複

雑多様化する青少年の問題行動の未然防止、早期発見に取り組むとともに、小学校にス

クールガードを配置し、登下校時における巡視や各学校の交通安全指導、地域ぐるみで

子どもの安全を見守る体制づくりに努めた。 
深刻化するいじめ問題については、平成１８年度より「いじめ問題等対策チーム」を

中心に、いじめの実態調査の実施、リーフレットや緊急時のマニュアル等の作成、研修

会の開催等、いじめ根絶に向けた取組を継続している。平成２６年３月には「徳島市い

じめ防止基本方針」を策定し、徳島市や学校が実施すべき施策や重大事態への対処等に

ついて明記した。この基本方針については、国や県の基本方針の見直し等を基に、平成  

３１年３月に改定版（第３版）を作成している。また、平成２８年から「徳島市いじめ

問題等対策連絡協議会」を設置し、本市のいじめ対策や課題等について、関係機関や外

部有識者と協議を重ねている。 
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このほか、青少年の生活実態と意識に関する調査（抽出）を行い、生活実態や課題に

ついて各校との情報共有を図った。 
不登校問題については、適応指導推進施設を運営し、不登校状態にある児童生徒に対

して学校復帰や社会的自立に向けての支援、教育相談を行った。また、ひきこもりがち

な児童生徒の自立を側面的に支援するため、臨床心理学を専攻している大学院生を家庭

に派遣した。 
 

基本方針４ 一人ひとりを尊重する人権教育・啓発の推進 

学校教育においては、一人ひとりを尊重する人権教育の推進を図り、様々な人権問題

の解決を目指すとともに、社会教育においても、すべての人の人権が尊重される社会づ

くりを目指した人権教育・啓発を推進した。 

特に、教職員の人権感覚を高めるために、人権教育研修の助成事業を継続実施し、児

童生徒には人権啓発ポスターや人権作文により人権意識の高揚を図った。 

コロナ禍の影響で開催できなかったものもあるが、各種学校・講座を準備し、人権意

識の高揚と人権問題について継続的な学習機会が提供できるようにした。 

 
基本方針５ 郷土の遺産である文化財の保存と活用 

文化財の保存と活用については、徳島城跡保存活用計画の検討を実施した。県下最大

規模の中世山城である一宮城跡については、国指定史跡推進事業を実施した。また、埋

蔵文化財の保護については、試掘・確認調査を実施し、開発事業者等の埋蔵文化財の保

護への理解を高めた。 
文化財の普及・継承として、犬飼の舞台での阿波人形浄瑠璃公演を開催、また、神踊

りや獅子舞等の指定文化財については、地域住民が主体となる文化財の保存と活用を推

進した。 
さらに、社会全体で未指定も含めた多様な文化財を次世代へ確実に継承し、これから

の時代にふさわしい文化財の保存と活用を推進強化するため、文化財保存活用地域計画

策定についての検討を行った。 
博物館活動では、徳島城博物館において徳島藩と蜂須賀家に関する特別展・企画展を

開催し、徳島の歴史・文化について理解を深め関心を高めたほか、体験型イベントや子

ども歳時記事業、各種歴史・文化講座の開催を通して阿波文化の普及と情報発信に努め

た。また、地域の歴史や文化を示す考古資料を扱った考古資料館、人形師天狗久の工房

跡である天狗久資料館での展示公開・教育普及などを通じて、地域づくりを担う地域の

歴史や文化を理解した人づくりを推進した。 
 

基本方針６ 生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の振興 

スポーツ・レクリエーション活動については、市民一人ひとりが、それぞれの興味や

関心、目的、体力に応じたスポーツに親しむことができるよう、多様化するニーズに対

応できる社会体育指導者の養成と資質の向上に努めた。 
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また、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、各種スポーツ事業の開催が困難と

なったが、関連団体に対策マニュアルを配布するなど周知に努めるとともに、マニュア

ルに基づいた対策を講じたうえで、イベントを開催するなど、可能な限りの事業実施や

開催助成を行った。 
さらに、市民が、いつでも、どこでも、だれでもスポーツ・レクリエーション活動を

楽しめるよう、スポーツ・レクリエーション施設の整備に努めた。 
 
基本方針７ 創造する喜びを拡げる生涯学習の推進 

生涯学習の推進については、科学技術の進歩や社会構造の変化、高齢化や自由時間の

増大に伴い、生涯学習推進の中核である社会教育において、個人の人間的価値に加え、

社会的価値を追求する視点が重要になってきたことを受けて、地域の課題解決を目的に

した事業として「放課後子ども教室推進事業」、「地域学遊塾事業」、「地域住民交流促進

事業」などを実施し、地域における教育力の向上に努めた。 
さらに、社会教育施設における学習機会を充実させるため、中央公民館では８４の講

座を開設し、また、地区公民館では地域の人材等を講師として活用して、学習の機会を

提供した。徳島城博物館では各種歴史・文化講座やイベントを開催するなど、生涯学習

の場に参加する市民の増加に努めた。 
図書館においては、平成２４年４月１日に駅前アミコビルに移転し利便性を向上させ

るとともに、面積を旧図書館の３倍とするなど施設を充実させたことにより利用しやす

い図書館づくりに取り組んできたが、図書館サービスの面においても、市民にとって身

近で役に立つ図書館を目指して、新しい図書館にふさわしい運営方針「①子どもの成長

支援・②地域の成長支援・③市民の学習支援」に沿った多くの新たなサービスを展開す

ることにより、市民生活への浸透を図り、３８３，４６６人の来館者があった。 
考古資料館においても、引き続き指定管理者と連携して、新しいイベントを開催する

など事業を充実させて利用者への利便性とサービスの向上を図ったことにより、７，３

０９人の来館者があった。 
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第４章　　事務事業に係る点検・評価に関する結果一覧

教育施策の体系

【基本目標】

か
が
や
き
の
人
づ
く
り

基本方針１

「生きる力」を育む学校教育の推進

⑴ 確かな学力の育成

⑵ 豊かな心の育成

⑶ 健やかな体の育成

⑷ 幼稚園教育の充実

⑸ 義務教育の充実

⑹ 高等学校教育の充実

⑺ 特別支援教育の充実

⑻ 社会の変化に対応する教育の推進

⑼ 魅力ある食育の推進

基本方針２

信頼される教育環境の実現

⑴ 教育環境の充実

⑵ 信頼される学校づくりの推進

⑶ 教育の組織運営体制等の充実

基本方針３

心豊かでたくましい青少年の育成

⑴ 家庭教育の充実

⑵ 青少年活動の充実

⑶ 健全育成体制の充実と環境整備

⑷ いじめ・不登校問題への対応

基本方針４

一人ひとりを尊重する人権教育・啓発の

推進

⑴ 学校教育における人権教育の推進

⑵ 社会教育における人権教育の推進

基本方針５

郷土の遺産である文化財の保存と活用

⑴ 文化財の保存と活用の推進

⑵ 文化財に親しむ機会の充実

基本方針６

生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリ

エーション活動の振興

⑴ 市民主体のスポーツ・レクリエーション活動の推進

⑵ スポーツ・レクリエーションに親しむ機会の充実

⑶ スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実

基本方針７

創造する喜びを拡げる生涯学習の推進

⑴ 生涯学習活動の推進

⑵ 生涯学習施設の整備・充実
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基本方針１

「生きる力」を育む学校教育の推進

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 28 28 25 ⇘ 31 81%

※ ※ ※

2 21 21 20 ⇘ 20 100%

3 7,974 7,711 4,071 ⇘ 7,344 55%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

100 100 100%

平成２０年度から文部科学省により学校評価が義務化され教職員や学校関係者、
保護者に対して指導方法・内容等の評価に関するアンケートが実施されている。

基礎基本の確実な定着をめざし、様々な教育課題に対応しつつ、個性を生かす教
育の充実により、学習意欲・学習習慣の向上を図り、確かな学力を培う。

また、指導方法・内容等の充実のため様々な意見をとり入れることが可能な環境
の充実に努めていく。

徳島市内幼稚園就園率（％）

預かり保育実施園数（園）

預かり保育利用延べ園児数（人）

　義務教育の充実

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

成果指標の状況

成果指標名

1 学校評価に関する保護者へのア
ンケート実施率（％）

100

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

１－⑷

　充実した幼児教育の提供や預けやすい環境の整備を意図し事業に取り組んでいる。

１－⑸

確かな学力の育成、豊かな心の育成、健やかな体の育成、信頼される学校づくりを
意図し様々な事業に取り組んでいる。

100 ⇒

幼稚園教育の充実

少子化による園児数の減少もあるが、充実した幼児教育や預けやすい環境整備に努
力し目標の達成とするべく、令和３年度より、助任・福島・千松・八万・国府・加
茂名・川内北の７園において預かり保育時間の延長、３歳児の受入を新たに国府で
実施。

なお、令和２年度預かり利用数減については、新型コロナウイルス感染症予防の
ため、家庭で保育ができない人の利用に止めてもらったことによる。
　※　令和２年度より徳島市立幼稚園の総数が21園(内1園休園)となっている。

幼児期においてその発達の特性に沿った幼児教育が受けられるよう制度の拡充、
改善を図る。また、教員に対する研修施策等を充実させ、資質や専門性の向上を
図っていく。

成果指標の状況

成果指標名
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施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 91 88 76 ⇘ 92 83%

2 75 82 89 ⇗ 85 100%

3 53 53 50 ⇘ 65 77%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R6） 達成率

1 1,554 1,184 1,031 ⇘ 1,800 57%

2 641 714 609 ⇘ 720 85%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

成果指標の状況

成果指標名

ボランティア派遣回数（回）

教育相談の実施件数（件）

ボランティア派遣事業の周知を図ることで、ボランティア活動への参加人数を確
保し、ボランティア派遣達成率の維持に努める。

学習・地域ボランティア、相談員・教職員の特別支援教育に関する専門的知識を
高めていくことで、特別な支援を必要とする幼児・児童生徒やその保護者にあった
教育的支援が可能になると思われる。

国際理解度の成果指標は、新型コロナウイルス感染症の影響により国際交流に関
するイベントが実施できなかったため、保護者層への理解を促す機会が減少したこ
とが対前年度比での低下につながった。

男子サッカー部の試合での勝率の成果指標は、新型コロナウイルス感染症の影響
で実施された公式試合数に限りがあったことが、成果指標の改善として現れた。

また、英語検定の成果指標は、受験勧奨による受験者数の増加が結果的に対前年
度比で合格率の低下として現れた。

新型コロナウイルス感染症への対応を行い、また様々な創意工夫をこらすことに
より、これまでと変わらない多様な魅力・特色づくり事業を推進しながら、事業成
果を検証して、文武両道の県下に誇れる市立高校を目指す。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

特別支援教育の充実 １－⑺

特別な支援を必要とする幼児、児童生徒が在籍する学校（園）に一定の資格や専門
知識を有する相談員・特別支援教育指導主事、学習・地域ボランティアを派遣し、教
育相談や担任の補助等、個々にあった適切な支援をする。また、教職員には研修会を
開催し、資質向上を図り指導力を高める。

高等学校教育の充実 １－⑹

特色ある魅力的な市立高校づくりにより、将来性豊かな有能な生徒募集に反映させ
る。

また、恵まれた学習環境により、学校生活を充実させ、新しい時代を拓くすぐれた
人材を育成する。

成果指標の状況

成果指標名

市高生の国際理解度（％）

男子サッカー部の公式試合での
勝率（％）

英語検定試験合格率（％）

※矢印については、R元実績とR２実績の比較
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施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R6） 達成率

1 553 599 598 ⇒ 610 98%

2 641 714 609 ⇘ 720 85%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

基本方針２

信頼される教育環境の実現

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R8） 達成率

1 33.0 36.7 41.8 ⇗ 70.0 60%

2 34.3 38.9 44.0 ⇗ 70.0 63%

3 49.0 49.0 52.4 ⇗ 70.0 75%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

学校(園)施設の管理・運営に係る諸業務については、法定の業務や義務的な経費
は、従前のとおりの執行をしていくことになる。

その他の経費については、学習環境の低下を生ずることなく、コストの縮減に努
めながら施設環境の保全を図っていく。

成果指標の状況

成果指標名

小学校校舎のトイレ洋式化の
割合（％）

中学校校舎のトイレ洋式化の
割合（％）

幼稚園園舎のトイレ洋式化の
割合（％）

児童・生徒の利用頻度が高い校（園）舎のトイレ洋式化を優先して、令和８年度
にトイレ洋式化率70％以上を目指す。

経済的な支援も含め、就学先の教育相談の充実を図ることで、適切な就学指導を
実施していく。

一人ひとりの子どもに応じた学びの場を考え、適切な教育支援を行うために、相
談支援体制を充実していくことが今後も重要である。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

信頼される学校づくりの推進 ２－⑵

子どもたちが安全・安心な環境の中で、充実した教育を受けられる学校（園）施設
の整備・充実に努めるとともに、施設の有効活用を推進する。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較※矢印については、H30実績とR元実績の比較

就学支援体制の充実 １－⑺

　子どもたちがよりよい教育を受けられるように適切な学びの場や指導支援について
の相談や調査を行う。

成果指標の状況

成果指標名

教育支援委員会　判断件数(件)

教 育 相 談 の 実 施 件 数(件)
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基本方針３

心豊かでたくましい青少年の育成

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 6,068 2,165 843 ⇘ 2,400 35%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 357 348 中止 ⇘ 400

2 454 452 249 ⇘ 450 55%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

地区青少年健全育成協議会
事業実施回数(回）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、予定していた事業を中止したことにより
目標は達成できなかった。

新型コロナウイルス感染症予防に考慮しながら、学校・家庭・地域が連携を図
り、社会総がかりで青少年の健全育成を推進する態勢を整備する。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

青少年活動の充実 ３－⑵

青少年の「人間力」を育むため、青少年が地域の大人たちとふれあう機会や自立心
を養う体験学習など、青少年活動の充実に努める。

成果指標名

市青少年健全育成協議会兼
推進大会の参加人数(人)

　青少年の健全育成を図る。

成果指標の状況

成果指標名

各種講座等への参加者数(人)

　新型コロナウイルス感染症対策のため中止した事業もあり、目標は達成できな
かった。

　学校・家庭・地域が連携を図り、社会総がかりで青少年の健全育成を図る。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

家庭教育の充実 ３－⑴

成果指標の状況
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施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 2,256 2,209 2,039 ⇘ 2,380 86%

2 1.7 1.9 1.2 ⇘ 4.0 100%

3 92.9 95.2 95.7 ⇗ 100.0 96%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R6） 達成率

1 730 658 639 ⇘ 750 85%

※元年度達成率

0.61 0.84 0.18 21%
3.53 3.69 1.50 41%

3 647 588 606 ⇗ 650 93%

※元年度達成率

4 93.0 89.2 計測中 ⇘ 100.0 89%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

成果指標の状況

成果指標名

教育研究所・青少年育成補導セ
ンターの各事業における相談を
受けた延べ件数（件）

2
不登校児童の出現率（小学校）（％）

計測中不登校生徒の出現率（中学校）（％）

不登校に関する教育相談を受け
た件数(件)

いじめ解消率（％）

健全育成体制の充実と環境整備 ３－⑶

青少年の健全育成を図るため、非行や有害環境等の直面する課題に対応するととも
に、地域における子どもの安全確保に努める。

その活動を通じてすべての主体が一体となり、青少年を見守る社会づくりを推進す
る。

成果指標の状況

成果指標名

補導に従事した延べ人数（人）

少年1,000人あたりの刑法犯
少年数（人）

保護者のフィルタリング認知
度(％)

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

３－⑷

　地域街頭補導の継続により、非行防止・犯罪抑止を図っている。
関係機関との連携強化により健全育成条例の周知を図り、有害環境の浄化を推進

するとともに、啓発活動に努めている。

環境整備においては、安全・安心につながる、より幅広い活動の展開が重要であ
り、地域活動の一層の充実が不可欠である。

地域における青少年への関心を高め、これまで以上に学校と地域がつながり、青
少年活動等の推進に努める必要がある。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

いじめ・不登校問題等への対応

いじめ・不登校等児童生徒の諸問題に対し、未然防止に必要な学校体制を確立する
とともに、早期に適切な相談・支援ができるよう体制の充実、啓発活動の推進を図
り、学校・家庭・地域関係諸機関の連携はもとより、すべての大人が一体となった取
り組みを行う。

⇗

様々な問題について相談を受け付けることにより、相談・支援体制の充実を図っ
ている。

また、きめ細かな支援を実施し、不登校児童生徒の社会的自立や学校復帰、いじ
め解消に努めている。

いじめ問題及び不登校問題に対し、すべての人が関心をもち、その根絶に向けて
取り組めるよう、様々な機会を提供し、啓発活動の充実を図る。

よりきめ細かな相談・支援体制の充実を図り、早期の対応はもとより、専門機関
との連携を図る。
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基本方針５

郷土の遺産である文化財の保存と活用

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 154 154 157 ⇗ 158 99%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

基本方針６

生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーション
活動の振興

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標 達成率

1 3 3 3 ⇒

2 611 606 397 ⇘

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

成果指標の状況

成果指標名

市内所在の指定文化財・登
録文化財の件数（件）

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

文化財が多種多様化する現在、文化財としての歴史的・文化的価値を重視した上
で、指定・登録化に柔軟さを求めることも必要である。

地域の人々の主体的な活動による文化財の保護、活用を推進し、文化財が地域づ
くり、人づくりの役割を果たすことができる方向性を示す。

市民が、個性ある文化財保護活動を展開することにより、地域に対する愛着を深
め、自らが生活する地域に誇りを感じることができるまちづくりを推進する。

令和３年度組織の改正により、教育委員会から市長部局へと事務が移管された
が、市長部局と連携して成果向上に努める。

　目標年度にはクラブ数及び指導者数の達成を目指す。

市民主体のスポーツ・レクリエーション活動の推進 ６－⑴

　多様化するスポーツニーズに対して各地域で様々なスポーツ・レクリエーションの
普及及び指導者を養成する。

成果指標の状況

成果指標名

総合型地域スポーツクラブの
設立数(団体)

スポーツ指導者の養成数(人)

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

文化財の保存と活用の推進 ５－⑴

文化財の保護、保存、活用を図ることにより、歴史や文化を対象とした文化財保護
団体の活動の支援、自立を促し、地域づくり、人づくりを推進する。
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施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標 達成率

1 16,694 3,759 3,380 ⇘

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標 達成率

1 1,353,857 1,316,949 1,042,961 ⇘

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

成果指標の状況

成果指標名

体育施設利用者数（人）

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、施設の利用を
休止したことや、各種大会等の開催中止等により、大幅に減少した。

令和３年度組織の改正により、教育委員会から市長部局へと事務が移管された
が、市長部局と連携して成果向上に努める。

６－⑶

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

　市民が、いつでも、どこでも、だれでもスポーツ・レクリエーション活動を楽しめ
るよう、スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実に努める。

令和２年度は「とくしまマラソン」がオンラインのみの実施となったことのほ
か、「徳島市民スポ・レクフェスティバル」、「徳島市民クロスカントリー大会」
が中止となったため、昨年同様、減少している。

令和３年度組織の改正により、教育委員会から市長部局へと事務が移管された
が、市長部局と連携して成果向上に努める。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実

スポーツ・レクリエーション活動に親しむ機会の充実　 ６－⑵

市民及び競技愛好者に様々なスポーツ・レクリエーション活動を楽しんでもらうと
ともに体力づくりの機会を提供する。

成果指標の状況

成果指標名

市主催のスポーツイベントへ
の参加者数（人）
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基本方針７

創造する喜びを拡げる生涯学習の推進

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 55,302 48,804 16,610 ⇘ 55,300 30%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

施策名

目     的

Ｈ30実績 R元実績 R2実績 対前年度比較 目標（R3） 達成率

1 131,091 120,565 62,092 ⇘ 131,000 47%

成果指標の達成状況

成果向上のための
今後の方向性

新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため発出された緊急事態宣言に伴う施設の休
館により、目標は達成できなかった。

　急激な時代の変化に即応した市民各層への学習機会提供の充実を図る。

成果指標の状況

成果指標名

主な生涯学習活動への参加
者数(人)

市民が生涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が適
切に評価される生涯学習社会の実現を目指す。

成果指標の状況

成果指標名

年間利用者数（人）

※矢印については、R元実績とR２実績の比較

生涯学習活動の推進 ７－⑴

新型コロナウイルス感染症対策のため中止した事業もあり、目標は達成できな
かった。

  市民各層のニーズに応じた学習機会提供の充実を図る。

生涯学習施設の整備・充実 ７－⑵

市民各層が、自立した人間として生きていこうとする学習意欲に応えられるよう、
生涯学習の場としての施設等の管理・運営の充実を進める。

※矢印については、R元実績とR２実績の比較
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第 5 章 学識経験者の所見 

 

 令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大により、通常の日常生活が送れなかった。

学校教育、スポーツ・レクリエーション活動、生涯教育すべてにおいて、本当に大きな影響

があった。残念ながら、令和３年度もその状況が続いている。このことは、徳島市教育委員

会の令和２年度事務事業の成果指標等にも大きく影響し、多くの項目で前年度比較の評価が

下がっている。学校教育に関しては、年度当初から長期の臨時休業があり、夏休みに取り返

し授業が行われた。暑い中、子どもの健康が心配されたが、エアコン整備が進んでおり、本

当に良かったと思う。これまでの教育環境充実への取組を高く評価する。また、これまでに

経験したことがない状況の中で、関係者の方々が感染防止に努めながら最善の努力をされて

いることに感謝をしたい。 

 

基本方針１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 令和２年度は、学校の臨時休業から始まった。子どもの学びを止めないということで、全

国でオンライン授業の必要性が話題となった。国が令和元年１２月に「ＧＩＧＡスクール構

想の実現」を打ち出していたことも重なり、徳島市においても、令和２年度に、小中高にお

いて１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークが一体的に整備されたことを高く評価

するとともに、今後のＩＣＴを活用した学習活動の充実を期待したい。 

 導入に関する支援ということで、各校週１日、ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し、初

期設定や授業での初期対応等の支援を行っていることも高く評価する。加えて、情報教育主

任に対し、リーダー研修を行っているが、今後は、すべての教員に対する研修について，実

施方法を含め対応を進めていただきたい。また、導入に伴い教員の負担が増加しているため、

今後ともＧＩＧＡスクールサポーター等による支援は継続する必要がある。残念ながら、導

入したタブレットの修理が必要であるというケースも報道されている。修理、維持管理につ

いて、子どもの不利益とならないようスピード感をもって迅速な対応をお願いしたい。 

 また、グローバル化ということで、小学校外国語教育の推進のため外国語教育サポーター

派遣事業を実施するなど、新しい取組を支援していることを評価する。今後、指導ができる

小学校教員を育成していく必要がある。まずは，小中学校外国語教育担当者会を充実させて

いただきたい。 

 

基本方針２ 信頼される教育環境の実現 

 校舎の大規模改修工事やブロック塀等安全対策工事が進められている。今後とも、安全・

安心な学校づくりのため、必要な施設整備を進めていただきたい。幼稚園、小中学校のトイ

レ洋式化については順調に進んでいるが、災害時には学校が避難所になることも踏まえ、今

後とも施設の整備や充実を計画的に進めていただきたい。 

 

基本方針３ 心豊かでたくましい青少年の育成 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定していた各種講座・大会が中止となり、目

標達成ができていない項目が多いが、感染防止を優先する必要があり致し方ないことである

と考える。今後、これまでの状況分析をした上で、感染防止対策を取りながら、オンライン

開催も含め実施できる方法を工夫していく必要がある。 
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 不登校児童生徒については、全国的にここ数年増加傾向にあるが、新型コロナウイルスの

感染拡大防止のための長期の臨時休業が、その傾向をさらに加速させているという考察もあ

る。経済的に厳しい家庭も増加している。教育相談や臨床心理学を専攻している大学院生の

家庭への派遣などについては、これまで以上に充実させていただきたい。集団の中でコミュ

ニケーション能力を身につけ、協同することの意義や楽しさを経験することが成長につなが

る。子どもが楽しんで学校生活を送ることができる学校づくりを推進してほしい。 

 

基本方針４ 一人ひとりを尊重する人権教育・啓発の推進 

 コロナ禍の中で、これまで普通にできていたことが、本当は幸せであったことに気づいた。

各種大会において、参加者が開催準備や運営のために尽力された方への感謝の気持ちを表す

ようになった。人権問題の解決のためには、人に支えられて生きていることを実感すること

も大切である。このような状況であるからこそ、すべての機会をとらえて、人権教育を推進

していくことを期待する。 

 

基本方針５ 郷土の遺産である文化財の保存と活用 

 小中高生に 1 人 1 台のタブレット端末が整備され、高齢者も含めスマートフォンの普及率

も高くなっている。ＩＣＴ活用により写真や映像等で郷土の遺産である有形・無形の文化財

を知ってもらうことも大切ではないか。このような時こそ文化財関係の教育コンテンツを整

備する好機と捉え、新しい取組を期待したい。 

 

基本方針６ 生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の振興 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種スポーツ事業の開催が困難であったため、

関連団体に対策マニュアルを配布するとともに、対策を講じた上でイベントを開催するなど

様々な工夫を行っている。その取組の成果が表れ、令和２年度末からは、無観客ではあるが

大会を開催できるなど改善がみられる。コロナ禍の中、市民がスポーツ・レクリエーション

活動を楽しめることは、本当に意義があり、幸せであることが再確認された。今後とも開催

に向けた創意工夫を期待したい。 

 

基本方針７ 創造する喜びを拡げる生涯学習の推進 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業の開催が困難であったことや、緊急事態宣

言に伴う施設の休館など、学ぶ機会に制約があったが、図書館は、３８万人を超える来館者

があり、考古資料館においても、７千人をこえる来館者があった。コロナ禍であっても、学

ぶ意欲を持った市民は多い。特に、図書館については、コロナ禍の中でも利用しやすい施設

であり、「災い転じて福となす」という言葉もある。読書をする習慣を身に着けるよいきっ

かけとなることを期待したい。 

令和３年７月２０日 

徳島文理大学 准教授 青山佳裕 
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学識経験者の所見 

基本方針１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 幼稚園教育の充実については、未就園児への園の開放事業や預かり保育全園実施に加え預か

り保育時間延長等の子育て支援の取組、保護者の要望に応える３歳児保育実施園の拡大に向け

た検討などを評価するとともに、さらに質の高い幼稚園教育の提供に向けての取組に注目して

いる。 
幼稚園には幼児教育無償化で支援対象が拡がり保護者の経済的負担軽減が円滑に実施され

るとともに、低所得世帯の児童生徒の保護者への就学援助や経済的理由により大学進学が困難

な者への奨学事業など、各学校段階等に応じて経済的支援策が講じられており、さらなる充実

を期待する。 
 小中学校教育の充実については、全ての学校で学校評議員制度導入や保護者等への学校評価

アンケートが実施されるなど様々な意見を取り入れることが可能な環境の下で開かれた学校

づくりが展開されている。本年度から小学校、令和３年度から中学校での学習指導要領の全面

実施に向けては、「社会に開かれた教育課程」の理念の下、「主体的・対話的で深い学び」の視

点に立った授業改善や教員の指導力向上に取り組んでいる。本年度は、新型コロナウィルス感

染症の影響で、全国学力・学習状況調査、ステップアップテストともに中止となったことで、

授業改善等の成果や課題の検証・分析ができなかったことは残念であったが、臨時休校後の分

散登校や長期休業の短縮時間割の工夫など、学習機会の保障、教育課程の消化に向けた各校の

実情に合わせた取組は大いに評価したい。 
高等学校教育の充実については、市高の魅力向上を図るための市高生次世代プロデュース事

業の一環として「未来共創室」を設置し、地域連携・国際連携の両面において、これからの社

会で活躍できる人材を育成するという取組に大変注目している。本年度は、新型コロナ感染症

の影響により従前のような国際交流はできなかったものの、「ウィズコロナ時代」といわれる

現在だからこその交流を模索しながら実施できている。その点においても本年度整備された校

内 LAN,電子黒板及び１人１台タブレット端末などの教育環境が、様々な面で有効活用される

ことを期待する。市高生「夢」実現応援事業とともに継続して、学力向上推進や部活動などの

強化において成果指標の達成を目指してほしい。 
学校体育の充実については、新型コロナ感染症の影響により、昨年度まで実施してきた小学

校においてチャレンジ運動種目に挑戦する「元気アップチャレンジランキング」や、教員の指

導力向上を図る体育実技講習会等は中止となったものの、各学校でその実態に基づいた「体力

向上実践プラン」が作成され感染症対策に配慮しながら取組を進められた。また、県内のプロ

スポーツ選手や関係団体と連携した巡回スポーツ教室の開催によって、外遊びや運動に取り組

む環境づくりの推進を図っている。こうした取組は、運動をする子としない子の二極化が課題

となっている現代において、大変意義のある取組である。 
特別支援教育については、障害者差別解消法の施行に伴い障害者に対する「合理的配慮」の

提供が義務づけられ、より一層一人ひとりの子どもの実態やニーズに応じたきめ細やかな指導

支援が重要となってきている。そのため、学習支援ボランティア等を学校に派遣し、担任の補

助等個々に合わせた支援ができるよう環境を整えている。また、研修会等の開催や、「徳島市

特別支援教育実践事例データベース」の公開など、教育の最前線で子どもたちと向き合って努

力している教職員の力量形成につながる取組は、今後も是非継続拡充していただきたい。さら
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に、障害のある幼児児童生徒がよりよい教育が受けられるようにする適切な学びの場や指導支

援についての相談や調査などの教育支援体制のさらなる充実も期待している。 
教育における ICT の活用について、本年度は校内 LAN や「１人１台タブレット端末」の整

備が完了するとともに、各校週１回 GIGA スクールサポーターを配置して初期対応等への支

援を展開されるなど、「個別最適な学び」を目指しての取組を高く評価する。また、情報教育

主任対象のリーダー研修を実施されており、OJT により活用する人材の育成が進んでいくこ

とを大いに期待している。 
国際理解・交流活動の推進については、児童生徒が小・中・高に派遣する外国語指導助手と

の交流を通して国際理解・交流が進んでおり、さらに生きた英語や外国文化を学ぶ環境の充実

に努めていただきたい。また、「小学校英語」については、外国語教育サポーター事業により

英語が堪能な地域人材や学生を希望する小学校へ派遣できたものの、計画していた外国語教育

における小中連携推進のための小中学校外国語教育担当者会が実施できず、小中学校ごとの研

修会実施となった。グローバル人材の育成に向けて小中連携して外国語教育や国際理解を深め

られる取組は大変意義深く、令和３年度には開催方法等を工夫して是非実施していただきたい。 
防災教育の充実については、災害発生時における幼児児童生徒及び教職員の安全確保に向け

た学校防災マニュアルが全学校園で作成され、マニュアルに基づく訓練の実施や検証により

PDCA サイクルを回しながら点検、改善が図られている。時には抜き打ち避難訓練をするなど

して、さらに実効性の高いものを目指してほしい。 

食育については、各学校園に学校食育リーダーを置き、食育全体計画や食に関する年間指導

計画を作成し魅力ある食育を推進している。学校給食では、食物アレルギー除去食の提供によ

る個々の食の安全に対応するとともに、本年度は消防署職員による緊急時の対応についての研

修会を実施するなど学校給食による事故防止に努めている。また、地場産の食材を使用した郷

土料理や新メニューの導入、校内体験栽培作物の活用等、食材に関心をもち、おいしく食べる

ことによって食品ロスの削減啓発を実施するなど学校給食が食育の生きた教材となっている

意義は大きい。さらに、新型コロナウィルス感染症に係る国の補助事業を活用した地産地消の

推進、食育に係る会議の書面開催、食育コンテストの一環のテーマを「令和のおうちごはん」

とするなど、様々な形でコロナ禍における食育を推進したことは大いに評価できる。 
 

基本方針２ 信頼される教育環境の実現 

 学校（園）施設の整備・充実については、幼児・児童生徒が安心して施設を利用できるよ

う、園舎・校舎等の改修工事や保全整備、防犯対策としての門扉やフェンス整備とともに、

幼稚園・小中学校のトイレの洋式化も計画的に進められている。清潔で快適なトイレは児童

生徒の健康面・心理面でも好影響を及ぼすものであり、早期の改修完了を期待する。また、

本年度はコロナ禍における臨時休校による授業時数確保のため夏休みを短縮して授業実施と

なったが、エアコン全校設置により快適な学習環境が実現した取組を高く評価する。 
 

基本方針３ 心豊かでたくましい青少年の育成 

 コロナ禍により家庭で過ごす時間が増えた中で、家庭教育に対する保護者対象の学習機会や

情報提供に努めたり、PTA 活動はじめ各種生涯学習講座を活用して子育てに関する学習の機

会の充実を図ったりした取組は時宜を得た意義深いものであったと言える。また、青少年の育

成は社会全体の責務であるという気運の醸成を図り、市民総ぐるみ青少年健全育成活動、育成
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補導活動、相談活動等を重点に掲げて複雑多様化する青少年の問題行動の未然防止、早期発見

に取り組み、刑法犯少年数は目標数の三分の一以下となるなど成果を上げている。また、小学

校にスクールガードを配置し、地域ぐるみで子どもの安全を見守る体制づくりに努めている。 
深刻化するいじめ問題については、「徳島市いじめ防止基本方針（第 3 版）」の下、「徳島市

いじめ問題等対策連絡協議会」において対策や課題等について協議するなどして、関係機関等

との連携を図った組織的な取組を推進しており、実態調査や緊急時のマニュアル等の作成、研

修会の開催等、いじめ根絶に向けた取組の継続・充実を期待している。また、生活実態と意識

調査を実施し、その課題等について各校との情報共有を図ったことも問題の未然防止には有効

な取組であると考える。 
不登校問題については、運営する適応指導推進施設で不登校状態の児童生徒の学校復帰や社

会的自立に向けての支援や教育相談を、ひきこもりがちな児童生徒の自立への支援に臨床心理

学専攻の大学院生を家庭に派遣するなど、今後も是非継続していただきたい取組である。 
 

基本方針４ 一人ひとりを尊重する人権教育・啓発の推進 

 学校教育においては、様々な人権問題解決を目指して一人ひとりを尊重する人権教育の推進

に努めている。また、教職員の人権感覚を高めるために人権教育研修の助成事業を継続実施す

るとともに、児童生徒は人権啓発ポスターや人権作文への取組を通して人権意識の高揚を図っ

ている。社会教育においても、コロナ禍の影響により開催できなかったものがあるものの、人

権意識の高揚と人権問題について考える学習機会を提供している。これらは、誰もが尊重され

心豊かに生きるために重要な取組であり、今後の継続・拡充を期待する。 
 

基本方針５ 郷土の遺産である文化財の保存と活用 

 文化財の保存と活用については、徳島城跡保存活用計画の検討のほか、一宮城跡については

国指定史跡推進事業により価値を高めるための総合調査を実施している。また、埋蔵文化財保

護への理解を深めるために試掘・確認調査にも努めている。文化財の普及・継承としては、犬

飼の舞台での阿波人形浄瑠璃公演の開催、神踊り等の指定文化財では地域住民が主体となる保

存と活用を推進するとともに、多様な文化財を次世代へ確実に継承しその保存と活用を推進強

化するための文化財保存活用地域計画策定の検討に取り組んでいる。 
 博物館活動では、徳島城博物館における体験型イベントや各種歴史・文化講座、講演会等の

開催を通して阿波文化の普及と情報発信に努めたり、考古資料館や天狗久資料館での展示公

開・教育普及を通じて地域の歴史や文化を理解した人づくりを推進したりしている。これらは、

地元を愛する人づくりにも通じ、今後も継承した取組を期待している。 
 

基本方針６ 生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の振興 

 本年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大により各種スポーツ大会の開催は困難となった

ものの関連団体に感染防止対策マニュアルを配布して周知を図ることにより、そのマニュアル

を講じた上で、可能な限りイベント開催などの事業を実施したり助成に努めたりしたことを評

価したい。今後も、市民の多様化するニーズに対応できる社会体育指導者養成事業を実施する

とともに、生涯スポーツ事業や児童生徒の体力向上を目指したスポーツ大会の開催や支援を行

い、市民や子どもがスポーツやレクリエーションに親しむ機会を充実させてほしい。特に、市

民が気軽に利用できるスポーツ・レクリエーション施設としての学校体育施設の有効利用に当
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たっては、「安全・安心の確保」「持続可能な仕組みづくり」「利用しやすい環境づくり」の

観点を踏まえて推進していただきたい。 
 
基本方針７ 創造する喜びを拡げる生涯学習の推進 

生涯学習推進の中核である社会教育において、地域の課題解決を目的とした「地域学遊塾運

動」等を実施し、地域における教育力の向上に努めており、今後とも継続し発展させてほしい。

また、中央公民館や徳島城博物館等では多くの講座を開設し学習機会の提供に努めている。図

書館では、「①子ども、②地域、③市民」の成長支援に沿った新たなサービスを展開すること

により、年間 383,466 人の来館者を得ており大いに評価できる。考古資料館においても、新規

イベントなど事業の充実により 7,309 人の来館者を得ている。今後も社会教育の取組のさらな

る充実を期待したい。 

    令和３年 7 月２０日 
鳴門教育大学 特命教授 藤井伊佐子 
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